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オホ ー ツ ク海よ り採取 した海底下堆積物 中の 微 生物群集構造解析
　 　 　 いなが きふ み お 　 　す ず き ま さ え　 　た か い けん 　 　お い だは な ご　 　ほ り こし こうき

　　　 0 稲垣史生 、 鈴木雅恵 、 高井研 、 笈田花子、掘越弘毅、

　　　　　　　 IMAGES オホーツ ク海コ ア研究者
一

同

　　　　　　　　（海洋科技セ ・地 殻内微生物研究領域）

　　ODP （Oceari　Drilling　Program）航海調査にお ける海底下堆積物中の 微生物量 の調査か ら、

海底下に拡が る地球最大の 生命圏の存在が示 唆されて い る が、現在まで に、そ の 多様性や微

生物活性、間隙水成分や地 質環境 との 関わ りな どに っ い て 、具体的実験デ
ー

タを示 して 議論

さ れた例は数少な い 。 我々 の研究グループで は 、西 フ ィ リピン海盆 よ り採取した海底下 14m

の ピス トン コ ア堆積物中1こ含まれる ア
ー

キア の 多様性 を調べ た と こ ろ、海底下 に超 好熱菌で

ある ThermOCOCCUS 属や高度好塩菌 Haloarcula属、好酸性高度好熱菌 SulfolobUS属などの極限

環境微生物が存在 し、そ れ らは フ ィ リ ピン海 を取 り囲む海底熱水孔や台湾及 び 日本な どの 内

陸性地熱地帯の 過去 の活動 に 由来 し海底に堆積 した relic 、つ ま り
“ Paleobe” （Paleo− ＋ Microbe）

で ある と の 結論を見出した （inagaki　et　al．
，
　Extretnophiles

，
2001）。 こ の 研究か ら、海底下 コ ア

堆 積物 中の 微生物の 多様性 を分子生物学的手法で 調べ る にあた り 、 堆積 物の 物性や周 囲の 環

境変動は非 常に重要な フ ァ クター
で あると強 く認識した 。

　　IMAGESanternational　Ma 血 e　Global　Change　Study）は フ ランス を中心 として 日本を含む 24

力国が参加 する、古海洋環境変遷の解明を 目的とした国際プロ ジ ェ ク トで ある。我 々 は 2001

年に 日本側 が リクエ ス トした オホー
ッ ク海知床 沖の プロ ジ ェ ク トに参加 し、 海底下微生物 圏

の研究を行 っ た 。 試料採取 に は Giarit　 Piston　 Core を使い、58．1m の ピス トン コ ア堆積物を得

た 。 堆積物は主 に遠洋性粘土 と火 山灰テ フ ラか ら構成され 、 前述の 結果 を踏 まえ 、微生物研

究用 に粘土 と主 な火 山灰層の コ ア 中心部か ら試料を採取 した。各試料におけ るバ クテ リア と

アーキア の Q−PCR 解析、　 rDNA クロ ー ン 系統解析、　 T−RFLP 解析な どの 結果 か ら、  火山灰

テ フ ラに特異的にバ クテ リアが多く存在し、ア
ーキア のポ ピ ュ レ

ー
シ ョ ンは一定 で ある こ と、

  バ クテ リア ・ア
ーキ ア ともに火 山灰 層と遠洋性粘土層で は菌相 が全 く異な る こ と 、   火 山

灰層 に含まれ るアーキ アの 遺 伝子 は こ れ まで に陸上で 検 出された系統枝 に近 い 、 な どの 結果

を得た。さ らに、試料中のバ クテ リア の 活性を 3種の 固体培地 と 4 種の培養温度で評価した。

そ の 結果 、 粘土層か らの バ クテ リア の 増殖 は認め られ なか っ たが、火山灰層 に含 まれ るバ ク

テ リアは実際に 生き てお り、 5℃や 15℃ の 低温で もかな りの C則 が得 られた 。 以上結果か ら、

海底 下に お い て 空癖 率の 高 い 火 山灰 層 は、実 際 に生 きた海底下微生物 の住み か として 非常 に

重要 で あ り、 低温 の 海底 下環 境 にお い て も十分 に高い 活 性が ある と予想され た 。 さ らに、系

統解析の 結果は、火山灰層に含 まれる ア
ー

キアが過去の 火 山活動に伴 っ た内陸性の
“paleobe”

で ある可能性が高い こ とを示 して い る。

　　本研究は、WRC （Whole 　Round 　Core）で 採取 された地層情報の ない ODP 　Leg．201 海底下微

生物 航海 調査 に対 して 先鞭 を打 つ 意味合い が あ り、今後の 10DP （OD21 ； Integrated　Ocean

Driing 　kogram ）にお ける海底下微生物研究の 展開 に とっ て も極めて重要な知見を得た 。

一32一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


